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株主・投資家の皆様へ

Top Message ご挨拶

当社は、明治40年（1907年）の創業以来、長きにわたっ
て、消防車のトップメーカーとして、わが国の消防技術発展
の歴史とともに歩んでまいりました。これもひとえに株主
様をはじめ関係各位からの温かいご支援、ご愛顧の賜物と
深く感謝申し上げます。

当社グループは、「人と地球のいのちを守る」というス
ローガンを掲げ、消防車両・防災・産業機械・環境車両の
4つの事業を展開し、災害から人々の生命、財産、そしてか
けがえのない地球の自然を守る企業グループであり続け
ること、またそのために一層の技術革新と挑戦を続け、新
たな価値を創造することが私たちの使命であると考えて

おります。
このたび、新たに策定いたしました2025年度を最終年

度とする中期経営計画《Morita Reborn 2025》では、
「既存事業の収益力強化」、「海外事業・新規事業の育成、
拡大」、「基礎研究力・新商品開発力の強化」、「革新力を
持った人財の育成」、「CSR活動の推進」を基本方針とし、グ
ローバルな総合防災ソリューション企業へと飛躍すべく確
実に実行してまいります。これからも、広く社会から信頼さ
れる企業グループを目指し、全社一丸となって邁進してま
いりますので、今後ともより一層のご支援を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。

中 島 　正 博
尾 形 　和 美

代表取締役会長兼CEO

代表取締役　社長執行役員

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇
用環境は改善傾向となるなど緩やかな回復基調が続きま
したものの、米中貿易摩擦問題や中国経済の減速など、依
然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、当社グループは3ヵ年の中期経
営計画「Morita Advance Plan 1000」の最終年度とし
て、企業価値の向上に向けた諸施策に取り組んでまいりま
した。

このなかで、特に消防車両事業が順調に推移した結果、

当連結会計年度の売上高は、前期比6,021百万円増加し、
91,524百万円（7.0%増）、営業利益は、前期比999百万円
増加し、9,483百万円（11.8%増）、経常利益は、前期比
1,074百万円増加し、10,104百万円（11.9%増）、親会社
株主に帰属する当期純利益は、前期比650百万円増加し、
6,391百万円（11.3%増）となり、売上高及び親会社株主
に帰属する当期純利益において過去最高を更新いたしま
した。

第86期の概況

証券コード 6455

売上高 営業利益 経常利益

91,524 9,483 10,104百万円 百万円 百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益

6,391 百万円

前期比 前期比 前期比

11.8％増 11.9％増 11.3％増
前期比

7.0％増



表　紙 全国の小学生を対象とした第14回「未来の消防車」アイデアコンテスト
最優秀賞　長池和澄さん（神奈川県平塚市：小学4年生　※応募時）の作品です。

モリタニュース

　世界的に有名なドイツのデザイン賞「iFデザイン賞」の「プロ
ダクト部門」においてモリタの「21mブーム付多目的消防ポンプ
自動車 MVF21」が、「iFデザイン賞」を受賞いたしました。

　MVF21は、当社の連結子会社であるフィンランドのBRONTO 
SKYLIFT OY ABとモリタがお互いの技術を活かして開発した
フレキシブルな21mのブームと4,000Nの荷重にも耐えるバス
ケットを搭載。これまで不可能であった車いすに乗車したままで
の救助や、隊員が安全に消防活動を行えるよう使い勝手を追求
したデザインなど、消防活動の可能性を飛躍的に広げます。

モリタ21mブーム付多目的消防ポンプ自動車 MVF21  
2019年度「iFデザイン賞」受賞

消防車両事業

21mブーム付多目的消防ポンプ自動車 MVF21

　モリタ宮田工業は、株式会社マクアケが運営するクラウドファ
ンディングを活用し、住宅設備機器販売の株式会社NITTO 
CERAと、高密度の泡を発生させ、新たな入浴体験をご提供する
新発想の泡シャワー「KINUAMI（絹浴み）」の共同開発を始めま
した。
　「KINUAMI」は、シャワーヘッドから自動生成される天然シル
ク成分配合の「KINUAMIの泡」で、まるで白まゆに包まれるよう
に贅沢に全身をパックし、洗身後の肌をトリートメントすることが
できる「カラダトリートメント」シャワーです。モリタグループが開
発する消防車の泡生成技術を、NITTO CERAが持つバスルー
ムの知見をもとにシャワーヘッドに応用することに成功。手では
泡立てることができないほどきめ細かく、密度が高い泡を実現し
ます。異業種のコラボレーションだからできる、イノベーティブな
美容製品を提供開始します。

泡シャワー「KINUAMI（絹浴み）」を開発
クラウドファンディングを活用

防 災 事 業

泡のやわらかさを表現した流線型の製品デザイン

　2017年3月の改正道路交通法の施行により、普通免許で運
転できる消防ポンプ自動車の車両総重量が5tから3.5t未満に
引き下げられました。
　火災や災害発生時に出動する延べ人員の約49.5%※が消防団
員ですが、消防団員の多くは自分の仕事を持ち、自宅や職場から
駆け付ける、主に普通免許しか持たない人たちです。今後、新規
取得する普通免許ではこれまでに配置された消防ポンプ自動車
が運転できなくなるという課題に直面し、モリタは、3.5t未満の
消防ポンプ自動車の開発に取組み、2018年度において完成、総
務省をはじめ30台を超える受注をいただきました。モリタは、今
後も、消防に携わる皆様に、使いやすく安心してご利用いただけ
る消防車を提供いたします。
※2017年度実績　総務省消防庁HPより

車両総重量3.5t未満CD-Ⅰ型消防ポンプ自動車「ミラクル Light」
販売開始

消防車両事業

普通免許対応　車両総重量3.5t未満  
CD-Ⅰ型消防ポンプ自動車「ミラクルLight」
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売上高

自己資本当期純利益率（ROE）

親会社株主に帰属する当期純利益

有利子負債

経常利益

自己資本比率

消火器及びパッケージ型自
動消火設備「スプリネックス」
等の売上が概ね堅調に推移
した結果、増収増益。

国内外ともに好調に推移し
た結果、増収増益。

製品の受注・売上が順調に
推移した結果、増収増益。前期の工場移転による生産

部門の混乱が解消された結
果、増収増益。

消防車両事業

産業機械事業

防災事業

環境車両事業

セグメント別概況

財務ハイライト（連結）

2017.3

単位：百万円
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2019.3
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2016.3
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2016.3

9.1

2019.32018.3

10.09.8

2016.3 2019.3

単位：百万円

2017.3

68,574

85,063
91,524

2018.3

85,502

売上高
21,626百万円

売上高
54,626百万円

売上高
4,709百万円売上高

10,561百万円

セグメント利益
2,117百万円

セグメント利益
6,255百万円

セグメント利益
381百万円セグメント利益

781百万円

前期比
1.7％増

前期比
9.7％増

前期比
14.1％増前期比

2.2％増

前期比
0.7％増

前期比
13.2％増

前期比
98.8％増前期比

27.7％増

23.6%

11.5%
5.1%

59.7%売上高
構成比



ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイン
の文字を採用しています。

株 主 名 持株数（千株）

第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 3,265

モ リ タ 取 引 先 持 株 会 2,175

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,087

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 2,082

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 2,048

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 2,007

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,001

エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 株 式 会 社 1,730

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,501

JP MORGAN CHASE BANK 385632 888

商 号 株式会社モリタホールディングス
創 業 1907（明治40）年4月23日
設 立 1932（昭和7）年7月23日
資 本 金 47億4,612万円
大 阪 本 社 大阪市中央区道修町3丁目6番1号　　
東 京 本 社 東京都港区芝5丁目36番7号
事 業 内 容 グループ各社の事業活動の支配・管理及び

管理間接業務の受託

主要グループ会社

［大阪本社］
〒541-0045 大阪市中央区道修町3丁目6番1号
☎06-6208-1907

［東京本社］
〒108-0014 東京都港区芝5丁目36番7号
☎03-6400-3480
https://www.morita119.com

株式のご案内

大株主（上位10名）

所有者別株式数分布状況

会社・株式情報

（注）	1.	持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。
	 2.	当社は自己株式1,682千株を保有しております。

2019年3月31日現在

2019年3月31日現在

役　員
代表取締役会長兼CEO 中 島 正 博
代表取締役 社長執行役員 尾 形 和 美
取締役 常務執行役員 森 本 邦 夫
取 締 役  執 行 役 員 金 岡 真 一
取 締 役 磯 田 光 男
取 締 役 川 西 孝 雄
常 勤 監 査 役 浅 田 栄 治
常 勤 監 査 役 宮 崎 敦 志
監 査 役 太 田 　 将
監 査 役 西 村 捷 三

常 務 執 行 役 員 村 井 信 也
執 行 役 員 坂 本 直 久
執 行 役 員 伊 藤 　 満

合計

46,918,542株

その他国内法人 
8.4%

自己株式 3.6%

個人・その他
28.3%

金融機関 43.4%

証券会社 0.4%

外国法人等
16.0%事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月開催

基 準 日
定時株主総会　毎年3月31日
期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社のホームページに掲載する。
https://www.morita119.com/kohkoku/index.html

株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

　　（ 郵 便 物 送 付 先 ） 〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

　　（ 電 話 照 会 先 ）  0120-782-031

（インターネットホームページURL） https://www.smtb.jp/personal/agency/index.
html

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

１ 単 元 の 株 式 数 100株

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかった株主
様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座と
いいます。）を開設いたしました。特別口座についてのご照会及び住所変更等のお届出
は、上記の電話照会先にお願いいたします。

【株式に関する住所変更等のお届出及びご照会について】
　証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行ではお手続きができませんの
で、取引証券会社へご照会ください。証券会社の口座のご利用がない株主様は、上記
の電話照会先にご連絡ください。

株式会社 モ   リ   タ
兵庫県三田市テクノパーク1番地の5
はしご車、消防ポンプ車、その他各種消防
車両並びに特殊車両の開発・製造・販売

モリタ宮田工業 株式会社
東京都江東区有明3丁目5番7号 TOC有明ウエストタワー19階
消火器を中心とした消火関連機器、消火
装置、その他各種防災機器・設備の開発・
製造・販売

株式会社 モリタ環境テック
千葉県船橋市小野田町1530番地
リサイクル処理施設、その他各種ごみ処理
施設の設計施工並びに各種大型油圧機械
の開発・製造・販売

株式会社 モリタエコノス
兵庫県三田市テクノパーク28番地
衛生車、塵芥車等の環境保全車両の開発・
製造・販売

株式会社 モリタテクノス
兵庫県三田市テクノパーク32番地
消防車両・救助用資機材等のアフターサー
ビス・メンテナンス並びに電子応用機械器具・
情報処理機械器具の開発・製造・販売

BRONTO SKYLIFT OY AB
フィンランド共和国 タンペレ市
屈折はしご付消防車及び高所作業車の開発・
製造・販売


